
「夜明け前のうた～

映画上映会と精神保健シンポジウム

9月21日（日）
13：45開場
14：15開映（～15：52）

16：00シンポジウム
登壇

◆ゲスト：有我譲慶さん（人権センター）

◆高橋年男さん（精神保健福祉会連合会）

◆司会：本作監督原 義和

ズーム参加

◆藤井克徳さん（障害者団体代表）

※シンポジウムだけの参加もOKです 17：30終了

①障害者を隔離したかつての私宅監置制度に
ついて。公的検証はなぜ行われないのか

② 旧優生保護法下の強制不妊手術等をめぐる
国賠訴訟の最高裁違憲判決とその後について
いよいよ検証機関が動き出します

③ 約40年という精神科の長期入院について
国の責任を問うた精神医療国賠訴訟
この7月、東京高裁で出された判決について
これからの展望は…

2025年

優生政策の３つの課題

２０２１年公開・ドキュメンタリー映画

会場：沖縄県立博物館・美術館講堂(3F)

那覇市おもろまち３丁目１−１   TEL：098-941-8200（代表）

 

参加費・1000円

消された沖縄の障害者」

★UD cast に対応しています



今につづく優生政策を問う

国の責任のみならず、優生政策に目を閉ざしてきた、
あるいは見て見ぬふりをしてきた市民社会にも重大な
責任があります。精神病院や障害者施設などで、現在
も虐待事件が度々起こるのは、優生思想が世間にまん
延しているからではないでしょうか。

◆「夜明け前のうた」監督 原 義和

☆2021年、映画「夜明け前のうた～消され
た沖縄の障害者」を劇場公開
☆2025年8月、新作「豹変と沈黙～日記で
たどる沖縄戦への道」を劇場公開
東京新宿 K’s cinemaで 8/16～8/29公開

主催：「夜明け前のうた」上映実行委員会
共催：沖縄県精神保健福祉会連合会、沖縄YWCA

おきなわ障害者人権センター、沖縄県自立生活センター イルカ
連絡先： 090-1088－3007（高橋）／090-1544-9350（原）

① 私宅監置制度により、数えきれない障
害者が甚大な人生被害を受けましたが、そ
の実数や態様について、公的な調査や検証、
総括は行われていません。
私宅監置は、現在では精神保健福祉法に

引き継がれており、例えば「医療保護入
院」などの制度に形を変え、今日まで続い
てます。
検証を怠ることで、被害の連鎖が生み出

されてはいないでしょうか。

② 旧優生保護法のもと不妊手術などを強制された被
害者が国を訴えた裁判で、最高裁は憲法違反とし、国
の賠償責任を認めました。総理大臣の謝罪にもつな
がっています。社会が少しずつでも前進していること
を、希望としたいと思います。
判決から1年。補償問題は、被害者の掘り起こしなど

多くの困難を抱え、名誉回復は未だ十分になされてい
ません。しかし、第三者機関による調査検証の取り組
みがいよいよ動き出します。
ゲストの有我さんは、優生手術を強制された精神障害

のある人にも聞き取りをし、貴重な声を聴いておられ
ます。
ズーム参加の藤井さんは、検証機関の設置などにも深

く参与されており、最新情報を話してくださいます。

③ 精神病院で40年にわたり長期入院を余儀なくされ、
地域で生きる権利を奪われたとして、障害当事者が国
を訴えた裁判があります。
この7月、東京高裁はその請求を棄却。長期入院の根

拠となっていた医療保護入院制度について、適切な手
続きを欠いているなど違憲性を問うていましたが、判
決はその主張を退けたのです。被害者を二重に苦しめ
る「不当判決」だと評されています。
ゲストの有我さんは、この国賠訴訟をずっと支援して

こられました。

◆ゲスト：有我譲慶さん

精神科看護師。京都市西院にある訪問看護ス
テーションチャオで訪問看護。 大阪精神医療
人権センターの発足時より電話相談や病院訪
問、相談活動など、精神障害者の権利擁護の
活動に関わり、現在は理事。
2009年精神科病院を廃止したイタリアのト
リエステ精神保健視察で衝撃を受け、トリエ
ステ精神保健と交流。強制入院や隔離・身体
拘束に頼らない精神保健への改革に取り組む。

◆ズーム参加：藤井克徳さん

子どもの頃から弱視で、４０代後半で全盲と
なる。養護学校で働く傍ら、障害者が働くた
めの「共同作業所」を立ち上げ、その全国組
織の結成や運営にも携わる。国連の障害者権
利条約ができる時には日本の障害者の声を伝
えに度々国連に飛ぶなど日本の障害者運動を
リードしてきた。
NPO法人日本障害者協議会代表・きょうされ
ん専務理事 ほか。


